
令
和
二
年
度

鶴
の
茶
寮
京
都
教
室
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
詳
細
は
直
近
の
便
り
に
て
御
案
内
）

京

都

教

室

余
慶
庵
茶
事

大
徳
寺
瑞
峯
院
の
前
田
昌
道
御
老
師
様
、

慶
道
御
住
職
様
の
深
い
御
理
解
の
許
、

余
慶
庵
を
会
場
に
、
偶
数
月
に
実
施
し
ま

す
。
（
十
一
月
の
口
切
は
行
い
ま
す
）

観
桜
茶
事

正
午

四
月
五
日
（
第
一
日
曜
）

四
月
六
日
（
第
一
月
曜
）

四
月
七
日
（
第
一
火
曜
）

夕
ざ
り
の
茶
事

午
後
五
時
～
午
後
八
時
半

六
月
七
日
（
第
一
日
曜
）

六
月
八
日
（
第
二
月
曜
）

六
月
九
日
（
第
二
火
曜
）

朝
茶
事

午
前
六
時
～
午
前
八
時
半

八
月
二
日
（
第
一
日
曜
）

八
月
三
日
（
第
一
月
曜
）

八
月
四
日
（
第
一
火
曜
）

名
残
の
茶
事

正
午

十
月
四
日
（
第
一
日
曜
）

十
月
五
日
（
第
一
月
曜
）

十
月
六
日
（
第
一
火
曜
）

口
切
り
の
茶
事
（
実
壺
）
正
午

十
一
月
一
日
（
第
一
日
曜
）

十
一
月
二
日
（
第
一
月
曜
）

十
一
月
三
日
（
第
一
火
曜
）

夜
咄
茶
事

午
後
六
時
～
午
後
八
時
半

十
二
月
六
日
（
第
一
日
曜
）

十
二
月
七
日
（
第
一
月
曜
）

十
二
月
八
日
（
第
二
火
曜
）

会
費

二
万
円

（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）

二
万
三
千
円
（
年
三
回
以
上
参
加
の
方
）

二
万
五
千
円
（
単
発
参
加
）

な
お
、
夜
会
、
口
切
り
に
つ
い
て
は
、

小
灯
料
二
千
円
、
実
壺
料
三
千
円
を

加
算
い
た
し
ま
す
。

※
連
日
参
加
者
の
会
費
に
つ
い
て
、
一
日
分
は

正
規
の
会
費
、
他
の
日
は
一
日
五
千
円
の

研
修
費
を
申
し
受
け
ま
す
。

※
八
瀬
の
ま
な
び
や
の
宿
泊
費
（
一
日
あ
た
り
）

レ
ギ
ュ
ラ
ー

二
千
円

そ
の
他

三
千
円

ま
た
、
三
日
間
の
前
日
は
準
備
、
最
終

日
及
び
そ
の
翌
日
は
片
付
・
掃
除
で
す
。



八
瀬
の
ま
な
び
や

貴
素
の
会

三
月三

月
一
日(
第
一
日
曜)

日
本
料
理
の
基
礎

三
月
二
日(

第
一
月
曜)

日
本
料
理
の
基
礎

三
月
三
日(

第
一
火
曜)
利
休
会
記･

再
現
料
理

三
月
二
日(

第
一
水
曜)

常
備
食･

保
存
食

五
月五

月
三
日(

第
一
日
曜)

五
月
四
日(

第
一
月
曜)

五
月
五
日(

第
一
火
曜)

五
月
六
日(

第
一
水
曜)

灰
型
講
習

七
月七

月
五
日(

第
一
日
曜)

七
月
六
日(

第
一
月
曜)

七
月
七
日(

第
一
火
曜)

七
月
八
日(

第
二
水
曜)

九
月九

月
六
日(

第
一
日
曜)

九
月
七
日(

第
一
月
曜)

九
月
八
日(

第
二
火
曜)

九
月
九
日(

第
二
水
曜)

十
一
月
は
、
口
切
茶
事
実
習
の
た
め
、
余
慶
庵

に
て
茶
事
を
行
い
ま
す
。

※
日
本
料
理
実
習
内
容
は
、
八
瀬
の
ま
な
び
や

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
京
都
教
室
で
の
講
習
会

五
月
六
日
（
水
）
風
炉
灰
型
講
習
会

御
自
分
の
風
炉
と
灰
を
御
持
参
く
だ
さ
い
。

な
く
て
も
参
加
は
可
能
で
す
。

八
月
五
日
（
水
）
し
め
し
灰
作
り

（
雨
天
の
場
合
は
翌
日
）

※
近
く
な
り
ま
し
た
ら
、
自
蹊
庵
便
り
、

八
瀬
の
ま
な
び
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。
（
持
ち
物
や
会
費
等)


